
水に関する国際会議への参画・貢献（2022年の取組）
 林野庁では、洪水や渇水等の水に関する問題について議論を行う国際会議に積極的に参画して、森林
の水源涵養機能に関する最新の研究成果や取組を紹介し、森林整備・保全の重要性を発信。

 第４回アジア・太平洋水サミットではサイドイベントとしてシンポジウムを開催。谷 誠 京都大学名
誉教授から、樹木の長寿性に着目して森林と水との関係を解説。パネルディスカッションでは、五味
高志 東京農工大学教授をファシリテーターとして、今後求められる研究や取組について議論。

 第９回世界水フォーラムでは、国際展示会での日本の合同ブースに出展し、小野寺 真一 広島大学大
学院教授から、林野庁での有明海に注ぐ菊池川流域における調査の結果を踏まえ、森林の洪水・渇水
緩和機能や物質流出平準化機能の効果を解説する動画を放映し、調査概要のパネルを展示。

・林野庁主催シンポジウムのテーマ：水インフラに寄与する森林について
・登壇者：林野庁 林 健二 企画官、京都大学 谷 誠 名誉教授、宮崎大学 篠原 慶規 准教授、

広島大学大学院 小野寺 真一 教授、コカ･コーラボトラーズジャパン㈱ 丸山 竜一郎 部長
ミャンマー森林局 Nang Yu War氏、東京農工大学 五味 高志 教授

関係省庁・団体・企業合同の日本ブース

小野寺教授による講演動画

第９回世界水フォーラム
・会期：令和４年３月21～26日
・開催地：セネガル（ダカール）
・主催：世界水会議、セネガル共

和国政府、ダカール市

第４回アジア・太平洋水サミット
・会期：令和４年４月23・24日 ・開催地：熊本市（熊本城ホール）
・主催：アジア・太平洋水フォーラム、熊本市

五味教授によるファシリテーション

谷名誉教授による基調講演

パネルディスカッション
-くまもと自然休養林を背景に-

全講演者をパネラー
としたディスカッション会場の様子

(小坂森林整備部長挨拶)
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